
科⽬名 担当教員

単位 講義区分 ナンバリング

期待される学修成果

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの要素

実務経験

実務経験を⽣かした
授業内容

到達⽬標及びテーマ

授業の概要

授業計画

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

事前学修

事後学修

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの⽅法

成績評価⽅法 割合（％） 評価基準等

レポート 80%
授業の中での振り返りを400字程度の⽂章にてまと
め、その内容を評価し、累積によって総合評価す

る。

教師論 ⼭⽥ 貞⼆

2単位 ED1EFE102

ディスカッション、ディベート

教諭（講師を含む）

学校現場、教育⾏政両⾯の38年の経験をもとに、教師として⽣きるための根幹の軸となる、ゆるぎない「教師像」を確⽴させるため
の授業とする。 学校教育の現状、課題、働き甲斐を具体的に盛り込みつつ、演習形式も盛り込みダイナミックに展開する。

学ぶ側である「⽣徒」の⽴場から、教え導く側である「教師」の「果たすべき役割」へと⽬を向けさせることを通して、⾃分の中に
「⽬指す教師像」を確⽴する。 最終的には、「私が先⽣になったとき」に続く具体的な⽂⾔を各⾃語りきれるようにする。

現在、⼤学で養成教育を受けることの意味を、教員養成制度の成⽴過程や教員の職務や研修内容を通して理解する。特に、実践的指
導⼒の育成、「教師の資質向上」という政策課題が叫ばれているが、教職に就いた後の⾃⼰研鑽の積み⽅との連続性の中で捉えた場
合、⼤学での養成教育はその教職⼈⽣の⼟台となるべきものである。それを理解した上で、現在の⼤学での学習への取り組み⽅を考
えていく。

イントロダクション 「理想の教師とは」

教師に求められる資質①−学級づくり−

教師に求められる資質②−授業づくり−

教師の職務①−学習指導要領の背景と概要−

教師の職務②−授業改善−
GIGAスクール構想とICTの効果的な活⽤について

教師の職務③−教科の学習指導−

教師の職務④−評価について

教師の⽇常①−⽣徒指導

教師の⽇常②―授業論

⼦ども理解ー発達を学ぶ

教育を巡る諸問題Ⅰーいじめ・不登校

教育を巡る諸問題ー学級崩壊

道徳教育と道徳科

教員採⽤選考試験の仕組みと現状、教師の職務の崇⾼さ

教師としての⽣きがい・喜び
教育ＤＸとsociety5.0時代の学びの在り⽅

教師を⽬指す理由、⽬指す教師像についての考えをブラッシュアップしておくこと。また、教育法規や学習指導要領
を読んでおくこと。特別⽀援教育、⽣徒指導や進路指導、家庭や地域との連携、教師教育制度などについては、下調
べをしておくこと。

授業後半に、それぞれ関係する課題を提⽰するので、授業での学びを加えてノートなどに整理して、学びの振り返り
をする。

授業後にミニレポートを提出させ、記述内容を評価して返却する。最終回には、総合的なレポートを作成させ評価する。
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上記以外の試験・平常点評価 20%
意図的指名により、その積極性や発⾔内容、全体へ

の貢献度を評価する。

定期試験 0%

補⾜事項

教科書

書名 著者 出版社 ISBN 備考

特になし なし なし なし なし

参考資料 「まるごと教師論」（⽟置崇著、プラネクサス）
⼩学校学習指導要領 中学校学習指導要領 ⾼等学校学習指導要領 幼稚園教育要領 幼保連携型認定こども園教育・保育要領
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科⽬名 担当教員

単位 講義区分 ナンバリング

期待される学修成果

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの要素

実務経験

実務経験を⽣かした
授業内容

到達⽬標及びテーマ

授業の概要

授業計画

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

事前学修

事後学修

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの⽅法

成績評価⽅法 割合（％） 評価基準等

教師論 林 ⼀真

2単位 ED1EFE102

ディスカッション、ディベート

教諭（講師を含む）

学校現場の経験を⽣かし、教職の意義や教員の役割について講義する。対話を中⼼とした講義形式とする。

学ぶ側である「児童⽣徒」の⽴場から、教え導く側である「教師」の「果たすべき役割」へと⽬を向けさせることを通して、⾃分の
中に「⽬指す教師像」を確⽴する。 最終的には、「私が先⽣になったとき」に続く具体的な⽬標や取り組みを各⾃がイメージし、⾔
語化できるようにする。

教師の職務や研修などを具体的事例の資料やディスカッションを通して学修し、その社会的役割や意義を理解する。また実践的指導
⼒の育成、「教師の資質向上」という政策課題の解決に向け、教職に就いた後の⾃⼰研鑽の積み⽅や学び続けることの必要性を理解
し、現在の⼤学における⾃⾝の学び⽅を考えていく。

イントロダクション：求められる教師像と⽬指す教師像
Google Classroomおよびロイロノート・スクールの設定
課題や評価⽅法について

教師に求められる資質① 学級づくり（⽣徒指導）

教師に求められる資質② 授業づくり（学習指導）

教師の職務① 学習指導要領の背景と概要

教師の職務② 授業論

教師の職務③ 教科の学習指導

教師の職務④ 評価について

教師の⽇常① ⽣徒指導、教師の⾝分と職務の特殊性（体罰、懲戒）

教師の⽇常② 学校運営 校務分掌

⼦ども理解 発達を学ぶ

教育を巡る諸問題① いじめ・不登校

教育を巡る諸問題② 学級崩壊・発達障害対応

教師と家庭・地域との連携、学校評価

教員採⽤試験の仕組みと現状、教師の職務の崇⾼さ

まとめ：教師としての⽣きがい、喜び 
    記述テスト

・次回の内容に関係する資料等に⽬を通しておく（指定する教科書、教育法規、学習指導要領など）。
・特別⽀援教育、⽣徒指導や進路指導、家庭や地域との連携、教師教育制度などについては、下調べをしておくこ
と。
・教師を⽬指す理由、⽬指す教師像についての考えをブラッシュアップしておくこと。

毎時間の最後に課される「授業の振り返り（ミニレポート）」を提出する。授業での学びを加えてノートなどに整理
しておくとよい。

授業後に学びの振り返り（ミニレポート）を提出し、必要に応じてフィードバックを⾏う。
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レポート 80%
毎回の授業での振り返りの記述内容、第15回で⾏う

記述テスト

上記以外の試験・平常点評価 20%
意図的指名による発⾔内容、ペア、グループ活動へ

の積極性と全体への貢献度。

定期試験 0%

補⾜事項

教科書

書名 著者 出版社 ISBN 備考

特になし なし なし なし なし

参考資料

・必ず毎時間ノートパソコンが必要となる。しっかり充電をした上で持参すること。
・授業開始時刻と提出期限は厳しく対処する。
・公⽋を除く、「５回以上の⽋席」の場合は失格となる。公⽋の場合は、その旨をメールで伝えた上で公⽋届けを提出すること。
・代替課題はメールで申し出のあった場合に対応する。代替課題を提出すると成績に反映するが、出席扱いにはしない。
・毎時間のミニレポートは⼀定数（授業内で詳細を説明）の提出ができない場合は不可とする。
・本講義は第15回に、第1回から第14回を踏まえて記述テストを課す。最終評価を⾏うものであり、未回答の場合は不可とする。

・「まるごと教師論」（⽟置崇著、プラネクサス）
・⼩学校学習指導要領、中学校学習指導要領、⾼等学校学習指導要領、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
・必要に応じて紹介するとともに資料等を配布する。

2/2



科⽬名 担当教員

単位 講義区分 ナンバリング

期待される学修成果

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの要素

実務経験

実務経験を⽣かした
授業内容

到達⽬標及びテーマ

授業の概要

授業計画

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

事前学修

教師論 ⽟置 崇

2単位 ED1EFE102

ディスカッション、ディベート

教諭（講師を含む）

学校現場、教育⾏政両⾯の38年の経験をもとに、教師として⽣きるための根幹の軸となる、ゆるぎない「教師像」を確⽴させるため
の授業とする。 学校教育の現状、課題、働き甲斐を具体的に盛り込みつつ、演習形式も盛り込みダイナミックに展開する。

学ぶ側である「⽣徒」の⽴場から、教え導く側である「教師」の「果たすべき役割」へと⽬を向けさせることを通して、⾃分の中に
「⽬指す教師像」を確⽴する。 最終的には、「私が先⽣になったとき」に続く具体的な⽂⾔を各⾃語りきれるようにする。

現在、⼤学で養成教育を受けることの意味を、教員養成制度の成⽴過程や教員の職務や研修内容を通して理解する。特に、実践的指
導⼒の育成、「教師の資質向上」という政策課題が叫ばれているが、教職に就いた後の⾃⼰研鑽の積み⽅との連続性の中で捉えた場
合、⼤学での養成教育はその教職⼈⽣の⼟台となるべきものである。それを理解した上で、現在の⼤学での学習への取り組み⽅を考
えていく。

イントロダクション 「理想の教師とは」
 これまで出会ったきた教師や教師の明⾔をもとに、⾃分なりの理想の教師のイメージを持つ。

教師に求められる資質①−学級づくり−
 「理想の学級とは何か」という問いから、学級づくりの重要性を様々なデータから知る。

教師に求められる資質②−授業づくり−
 「授業とは何か」という問いから、⾃分⾃⾝が受けてきた授業をもとに、授業づくりにおける外してはいけない事項を⾃分なりに
まとめる。

教師の職務①−学習指導要領の背景と概要−
 10年ごとに改訂されている学習指導要領の概略とその背景を知る。

教師の職務②−授業改善−
 GIGAスクール構想とICTの効果的な活⽤について、様々なデータから考える。

教師の職務③−教科の学習指導−
 教科学習の意義を確認し、学習指導要領教科解説編から教科学習で学ぶべきことをまとめる。

教師の職務④−評価について
 総括的評価や形成的評価について理解し、学校現場の実際を理解する。

教師の⽇常①−⽣徒指導
 ⽇常的な⽣徒指導の在り⽅を様々な実例を通して考える。

教師の⽇常②―授業論
 ⽇常的な授業づくりの実際を様々な実例を通して考える。

⼦ども理解ー発達を学ぶ
 「はじめに⼦どもありき」という⽂⾔が意味することから、⼦どもを理解することの⼤切さを各種データからまとめる。

教育を巡る諸問題Ⅰーいじめ・不登校
 ⽂部科学省が発信するいじめ・不登校に関するデータから、今後の教育の在り⽅を考える。

教育を巡る諸問題ー学級崩壊
 学級崩壊、スクールカーストなどの現代の問題を直視し、教師としての在り⽅を考える。

道徳教育と道徳科
 道徳教育と道徳授業の在り⽅を実例を通して考え深める。

教員採⽤選考試験の仕組みと現状、教師の職務の崇⾼さ

教師としての⽣きがい・喜び
 教育ＤＸとsociety5.0時代の学びの在り⽅

教師を⽬指す理由、⽬指す教師像についての考えをブラッシュアップしておくこと。また、教育法規や学習指導要領
を読んでおくこと。特別⽀援教育、⽣徒指導や進路指導、家庭や地域との連携、教師教育制度などについては、下調
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事後学修

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの⽅法

成績評価⽅法 割合（％） 評価基準等

レポート 80%
授業の中での振り返りを400字程度の⽂章にてまと
め、その内容を評価し、累積によって総合評価す

る。

上記以外の試験・平常点評価 20%
意図的指名により、その積極性や発⾔内容、全体へ

の貢献度を評価する。

定期試験 0%

補⾜事項

教科書

書名 著者 出版社 ISBN 備考

特になし なし なし なし なし

参考資料

べをしておくこと。

授業後半に、それぞれ関係する課題を提⽰するので、授業での学びを加えてノートなどに整理して、学びの振り返り
をする。

授業後にミニレポートを提出させ、記述内容を評価して返却する。最終回には、総合的なレポートを作成させ評価する。

「まるごと教師論」（⽟置崇著、プラネクサス）
⼩学校学習指導要領 中学校学習指導要領 ⾼等学校学習指導要領 幼稚園教育要領 幼保連携型認定こども園教育・保育要領
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